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産業･プラント
電機･籠叫御

産業用ヰ幾器･生産設備

建設機械

匂勿ミ充

運搬機械

イヒ学フPラント

匡Il 熟間仕上圧延機用大形直;充電動機群

席業･プラント部門では,1970牛代を締め,1980年代に邁進するにふさ

わLい技術の高度化と二Mズに対応した新技術の開発という[由で,幾つか

の記録的f戊果を挙げた｡

鉄鋼分野では,記鈷的大谷呈のホットストリップミル駆動システムが1こ

成した｡従来の底流う電動機に代わって,メンテナンスフリー一をねらったサ

イリスタモータやかご形誘噂電動機群のAVAF制御の導入,ノ女び人′ト丁ナわ

せて十数fiの制御用コンピュータを駈伸したパワーーエレクトロニクスーコン

ビュー1タ融fナシステムを構成している｡また,転炉から造塊,連続鋳造を

経てヤードに李る全設備を制御対象とした総合管理計算制御システムが稼

動Lた｡HIDIC 80×4台,データフリーウェイを介してHIDIC O8EX5

台ノ女び100台に近い周辺機器を結合したネットワークを構成したトータル

システムである｡｢†三社機寸城設備では,省エネルギーー化と歩留まり向上を眼

口として超触厚根用フライングシヤー及び"HC-MILL'- を核とした｢新

ホ､ソトストリップミル+システムが提供できる運びとなった｡これらの革

新技術は,高い評価を縛るとともに既設.訓告の改j宣をもイ足している｡

新エネルギ【,化学分野では,中近東での天然ガ､ス圧送用大形遠心止縮

機を完成し,今後の天然ガ､ス開発市場に大きく参入できた｡凹策としての

｢サンシャイン計1由‾i+の一翼をにない,イf炭ガス化システムとして加圧流動

鳩方式の実証研究が,我が出初の高カロリーガス化パイロ･ソトプラントの

埋設着手に結実した｡イf油事情の制約によI),化学丁業の人!ミ幹製.1J-である

エチレンの原料多様化のニーズに対応Lた分解炉や急i令器の開発も推進

Lている｡FCC(子充動接触分解装置)絹J軌ノJ凶収システムが厳存との共トj

研究べ一スで開発を完了し稼動に入ったことは,省エネルキーの具体化策

の一一つをホ唆するものである｡

生産を物と情報の流れとしてとらえるコンピュータト【タルシステムでは,

一分i東食■打一流.過絶†ナシステムの完成,物流情報管理での汎川予測システムグ)

開発,製紙工場での一貫生産棟業システムの稼動など,新Lい過川分野の

開拓がある｡

個別製品べ【スの市場ニ【ズに対ん仁した製品として,得エネルギーーーi甘i東

機,熱交換器,可変辿モートル,省力化のためのプロセスロボット,イン

クジェット70リンタなどの新製l汀Jも生まれた｡
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電機･制笹口

最新ホットストリップミノレ電気

晶の完成と特長

昭和54年3月に試運転を開始し,現

在順調に稼動している日本鋼管株⊥(会

社京浜製鉄所納めホットストリ ップミ

ル電与毛品の三主三な特長は下記のとおりで

ある()

(1)大形直i充電動機の納入

単電機十構造では鞍大谷主圭をもつ

5,000kW電動機(R2ミル),二重電機子

構造で最大苓呈をもち,かつ故人の華さ流

雉易度である2×4,200kW電動機(F5ミ

ル)など8台を,更に主回路:占格電圧

1,000Vで製作,納人Lた(図l)｡

(2)サイリスタモータの納人

R2ミルエッジャ駆動用(1,120kW)4

子i及びR4ミルエッジャ駆動用(410kW)

2≠iに,ミル川としては世J界最初のサ

イリスタモータを採用し,納入した｡

(3)ホ､ソトランナウトテーブルの交丁充

電動機駆動

周囲条作の非常に悪いホットランナ

ウトテーブル用として,従来の直‡充電

動機に代わり全閉形誘導電動機を使用,

叫‾変電圧可変糊波装置と組み合わせ,

メンテナンスフリーとした｡

(4)丁別御装置全般

圧延ライン鋼材情報のトラッキング,

炉の燃焼制御,ミルペーシング及び圧

延スケジュールを計算するなど,セッ

トアップ用と して,HIDIC 80(二重

系)及び自動板厚別御用としてHIDIC

80,加熱炉人側からコイラまでの電気
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プロセスデータ

フィルタ

処 理

速度修正量

区】2 最新中央監視盤

占JI;別御､ランナウトテーブルスプレイ

i別御及び監視,しゃ断岩謹選択投人川と

して合戸汁107こiのHIDIC O8E Sを才采用

し,納入した(図2)〔)

熟間仕上圧延機ノレー′ヾレス圧延

システム

熱臥旧二上げタンデム圧延機での鮎力

制御方式として,従来のアーム式の機

械ルrパに代わり,斥延プロセスデー

タ(電動機トルク,圧延力,ロール間

J空,ロール速度など)をフィルタを介

して制御用コンビューータに入力し,1主

妊理論に某づく脹プJ測三石式により時々

刻々の脱力変化を演算して,臼斤式三の以主

力伯となるように電動機回転速度を調

空たする山主力芦別御方式を開発した(図3)｡

木方式は新日本製妄栽株式公社との共同

実験の結果,粘主ブJ偏差0.1～0.12kg/

mm2と高精度で,制御んむ答惟も良く,安

立した圧延操業を子fなえることが確認

されている｡ヰこ方∫(を採用したルーバ

レスト仁延システムでは此主力の安定化に

伴う板幅精度の向卜,イ米`､1:件け-j_1二,打三

延機間のスぺⅦスを別の新機能に有効

利川するなど,波及効果が人きい｡

]ヒ米向け圧延機用パッケージ形

電気室"lNTEC-R”

北米向け圧延機用電気品輸山1号機

として,制御用コンピュータ(HIDIC

ト ル ク

演 算

ト ルク

アーム演算
張力演算 制御補償

H‖〕1C 80

注:略語説明 ㈲(ロール駆動電動撥),f(張力検出値)

/(スタンド間張力), f∫ノ(張力目標値)

図3 熟間イ士上圧延機におけるルーパレス張力制御システム

区14 パッケージ形電気室INTEC-Rの外観

08E)を内蔵したパッケージ形電～も1三

"INTEC-R'1を+二場シこ成Lた(図4)｡

このINTEC-Rは,冷1邑iけ(垂[J_三延機の

主Lロ柑各機器壬を除くすべての電与毛■1‾｢.を二工

場内で電気室ごと組､ンニ,配線を行ない

′i宣気三ミごと輸送するもので,次に述べ

るような牛手長がある〔)

(1)配線,桝付期間の触縦とエー阜韓の

低音成

(2)イご根性の向上とt澗要さ期間の触縦

(3)コンパクト電与(主三と桝付山川iの減少

なお,電妄も三iの収納機旨諒は,

(1)主機制御装置(HIRACS-C)･･･5面

(2)自動運転装置(AGC:Automatic

Gain Control,ASD:Automatic Slow

Down,AEC:Automatic Elongation

Control用HIDIC O8E)･･……･…･■1向

(3)高速油圧圧下装置(HYROP-F)

(4)‾交ラ充補機(MCC

Center)電石最弁盤…

(5)空調設ノ備････

‥…………=2耐

Motor Control

‥‥…8由

‥……一式

"HlVERTER-5000”純イ国別制

御式CVCF装置の完成

日立静_1r二形無停電電源装置"HIVE

RTER'1の標準化系列として,新しく

"HIVERTER-5000''シリーズをシこJ戊

L,株式会社間束デrタセンター一に納

入した(図5)｡

この装置は,250kVA CVCF(定電
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図5``HlVERTER5000''シリーズCVCF装置の外雀見

庄走闇i妓無停電電i憤)装置2子i(ニ将来3

子=の並列冗長システムとなっている｡

"HIVERTER-5000､'シリーズの二主ミ

な特長を次に述べる｡

(1)1f三列運転のための共通制御部がな

く,高イ三相ノ性が得られる｡

(2)並列運転のための電十凶路レベル

の仁子号の授受がないため,増設が存易

で,また異存量CVCFとの､げそ列運転が

吋能である(〕

(3)非常川発電機の′ト容量化が可能で

ある｡,

(4)インパルス転流‾方式インバータに

より高安定･岳効率である亡)

コンピュータシーケンサHIDIC-S

の位置決め制御機肯巨

コンピュータシーケンサHIDIC-Sの

拡駐機能の一つとして位置決め制御機

能をオプションモジュールとして開発

し納入を開始している｡機1戒設備に対

するシーケンス制御分･野で簡単な位置

i央めを通常のシーケンス動作の中で実

行できる機能であり,リ レーラダーの

会話形プログラミングの中に自由に組

み込むことができる｡図6に示すよう

に,エンコーダからのパルス列を′受け

取り,あらかじめ設定された停止位置

に相当するパルス数に達した時,駆動

電動機に停止出力を出すモジュールで

ある｡またイ亭止位置のどちらに現二在位

置があるかを示すステータスも出す｡

一種の停止利子卸であり,プリセ､ソトコ
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制御軸
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ボックス

ステ_タス停湖
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鵬･爪は凧剛Y2-田川胤似Y
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N(U

図6 川DIC-Sの位置決め制御機能の概念図

ントロールと称する｡同一モジュール

を用いて,パルスモータに対するパル

ス列出力を行なう事ができるので,パ

ルス列の出力の密度を制御した速度制

御,パルスの絶対数による位置制御が

可能である｡応用分野として,専用機

械設ノ備だけでなく,i容接機,マテリア

ルハンドリング,トランスファーライ

ン,仕分け組立ラインでのシーケンス

制御に1台のHIDIC-Sだけで多能的で

経i済的な通用が期待できる｡

Nシリーズの拡充とマイクロコ

ントローラ応用産業用制御シス

テムの開発

使いやすいモジュール構j豊と豊富な

入出力で,強電的仕様を実現したプロ

グラマブルコントロールシステムNシ

リーズに,新しく 2機種が加わった｡

新機種は,シーケンス制御用命令のほ

かに,レジスタ操作とフローチャート

命令をもった中規模制御用N-2000,

及びユーザーズプログラムエリア57k

バイト,プロセス入J･rl力1,280点のマイ

クロコントローラN-7000(図7右上)で,

シーケンス制御からデータ処章里までフ

ァ ミリ化された｡

マイクロコントローラの開発で,コ

ストパーフォーマンスの高い制御シス

テムが組めるようになり,大形飼料プ

ラント制御システム(同図左下)の一括納

入をはじめ,鉄鋼精整ライン制御,転

原点

⑭
エンコーダ

苛横丑
HIDIC-S

(位置決め制御

モジュール内蔵)

炉の副J京料輸送管理システム,自動倉

庫管ヲ理･制御システム,食用油精装プ

ロセス制御など,各種産業に急速に導

入が進んでいる｡

可変速ドライブ｢V Xシリーズ+

の完成

近年,省エネルギーなどの要請から

可変速モートルの需要が増大している｡

今回,MDモートルほかの新製品発売

を機に｢ⅤⅩシリーズ+と名付けて,シ

リーズ化した｡

(1)MDモートル(永久磁石式i阜流

電動機)(図8):0.2～3.7kW,全閉形,

高効率･省電力タイプ変速モートル｡

(2)New PCモートル(一次電圧制御):

0.2～3.7kW,クッションブレーキ機能

付､高級制御可能な変速モートル｡

(3)汎用トランジスタインバータ(PWM

方式):5～10kVA,標準モートル,

専用モートルを変速運転可能｡

(4)HPモートル:0.4～7.5kW,フア

ン,ポンプの省電力専用変速モートル

で,汎用モートルと同一寸法の全閉タ

イプ｡

メキシコ石油公社向け大容量全

閉二極電動機の完成

メキシコ石油公社向け2,500HP誘導

電動機28台が完成し,出荷きれた(図9)｡
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7
マイクロコントローラN-7000(右上)を応用Lた飼料プラント制御システム

主な仕様は,全閉外扇形,二極,電圧

13.2kV,60Hz,B椎絶≠綾であり,ニ

のクラスの記錨機である｡本電動機に

は新たに開発した80シリーズを採川L,

冷却構造及びコイルの絶縁システムな

どに最新の技術を折り込み,高効率,

低騒音化,信束副生の向+二及び小形･軽

量化を図っている｡

主な特長は,次に述べるとおりで

ある｡

(1)冷却方式にギャ､ノブフロ】とラジ

アルフローの両者を併用することによ

り,通風損失を低i成し効率を0.6%向

上させた｡

(2)空気冷却器にスパイラル管を採用

し,熱交換特性を向_卜させ,そのため

図8 ｢∨×シリーズ+MDモートル

冷却扇のサイズを小さく し,低騒音化

を図った｡

(3)13.2kVの特別高圧の絶縁にコイ

ル,コアー体ワニス注入システムを採

用し,巻線の信頼性を向上させた｡

(4)従来尊堂品と比較し据付面積を20%

削減し,大容量機にもかかわらずコン

パクトで取扱いを容易にした｡

サウジアラビア国サウザンプロビ

ンス･セメント会社納め7,300kW

デイーゼノレ発電設備の納入

サウザンプロビンス･セメント会社

(サウジアラビア同)の電i傾設備として,

頂

図9 メキシコ石油公社向け2′500HP全閉二極誘導電動機

7,300kWディーゼル発電機8台を含む

配電設備一式を製作し,すべて出荷を

完了した｡

設備場所は周匪Ii且度が500cと標準よ

り高い上に,サウジアラビア特有の砂

塵に対して万全の配慮を払っている｡

発電機はブラシレス同期機であり,従

来の冷却機構の解明とともに,冷却効

率を高めるためにダクトの寸法と配列の

改善を行なった｡コイルは耐電圧特件,

l耐熱性,耐湿性,耐塵性に優れた日立製

作柿間ヲ邑のF車重フイルム絶縁を才采川し,

シンプルなコイル構造とした(図10)｡

また駒磁回路にはPMG(永久磁こ右

党電機)方式をj采用して,初期励磁電

源の不要化と電圧波形のひずみ率の低

減を図った｡

産業用機器･生産設

備

新ホットストリップミル

ホットストリ ップミルは,圧イ娃.投イ)Fii

の中で設備規校が巨大で,また生産一呈占二

が極めて大きいことから,鉄鋼圧延.技

備中最も重安な位置を占めるものの一

つである｡このため,本設伯での望払1J一

品質向_卜,歩糊まり改発あるいは省エ

ネルギーが近年特にクローズアップさ

れてきている｡

臼一､∑製作所は永年にわたる研′先l期先

により,上記ニーズにこたえる｢新ホ
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図10 7′300kWディーゼル発電機の外観

ソトストリ ップミル+を拙供できる運

びとな一+た｡以下,その_ト安∴l=二つい

て述べる√〕

(1)省エネルギー

図Tlは｢新ホ､ソトストリップミル+で

の省エネルギ=への対んむを示す｡省エ

ネルギー対策として直送圧延-バー厚

増大が有効であるが,これを実現する

には,梅J享バーの走間勢断及び仕上ミ

ルでの高圧下圧延が必要である｡日立

製作所は昭和54年1月,新日本裂毒裁株

式会社君i革製絨所に努断力2,000tf,勢

断‾最大板厚80mIn,最大枇幅2,180mmの

世界最大級の超極J享板用ペンジュラム

形フライングシヤーを納人L,順盲渦に

稼動させることに成功した｡また仕上

ミルとして,"HC-MILL'■を才采和する

ことにより,板の形状･枚クラウンを

悪化させずに,高圧下圧延を可能にす

る見通しを得た｡更に,小径ワークロ

ールの採用も可能で所要圧延動力を大
幅に削i成でき,省エネルギーに寄与で

きる｡

(2)製品品質及び歩留まl)の向上

`-HC-MILL'■は,従来の4段ミルに

比較して,板クラウン制御能力が格1て旦

に優れており,仕上ミル後段に3～4

台以_トニれを戸氾置することにより,板

厚･板帖などの圧延条件の変化,ロ【

ルのサ【マルクラウン,ロ【ル摩耗など

を補償し,川途に応じた所望の枇クラ

ウンを得ることができる｡ニれにより,

従来ミルでは同株であった板の余分な

肉を除去することができ,代表的設備

で月間1,000t以上の歩留まり向上がで
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きる見過Lである_.

‾如に,口+ンニ製れ三J叶は昭不U54年6f+,

折口本尊望;哉株.ぺ会社1ミ‾促i聖堂組州-1h=ナに

新粍軸とtノてラッパローーラの動作に油

托シリ ンダを仙川Lた新形ダウンコイ

ラを納入し,順調な権利に成∫力Lた_.

木ダウンコイラは,【ll･別巻付什能をI｢り

卜させたことにより,コイルに発生す

る市ね侮,り【ルマーーク,スリップ侮

などを帖止するととい二,衝撃力を緩

和し機音詩の拭粍減少を仁一j｢tてJとLたもの

であるしつ

ロータリキャスタの完成

従来の連続鋳造方式に比較して3～

4倍の鋳造能力をもつi吐出期的な大有責

舶用ロー一夕りキャスタを世界で殺袖に

開発L,実用1-ぢ一機を財凹法人機耳減シ

ステム振興協会経由人二製鋼株式会社

に納人し好i渦な稼動に人っている｡

本方J℃は,従来の振垂わ(知尺鋳型に

伴え図12にホすようなl口l転式鋳造輪を

川いるもので,その上な特長は二大に述

/ヾるとおI)であるく)

省エネルギー

加熱炉効率向上

高効率加熱炉

L土=

ホットチャージ 直 送 圧 延 低 温 出 炉

熟放散防止

バー厚増大

極厚板用フライングシヤー

仕上出口厚増大

高圧下仕上ミル

板クラウン

形状不良

"HC-MILL”の採用

1.仕上後段高圧下

2.小径ワークロール

の採用

高速仕上ミル

設備費増大

高圧下コールド

ミル■`HC-MIL+''

の採用

図Il｢新ホットストリップミル+の省エネルギー対策

仕上ミル高速化

高速スレッデイン

1.高速通板ミルガイド

2.高速通板

ホットランテーブル

3.高効率ストリップ冷却

4.高強度コイラ

L二 ±+



も′

本管

挙箪

図13 No.l,2スタンドにIIHC MlJL''を導入Lた6スタンドタンデムミル

ドライヤ

殊
鋳造床

タンデイ シュ＼､､

γ緑レベル計

/
ベルト

図12 ロータリキャスタ構造匡1

表l タンデム圧延機での改造例

/
/
ノ

′
/
/

鋳造輪

水切装置

口出しナイフ

J/

＼
鋳片

矯正ローラ ピンチローラ

No. 設備名 適用パターン 目的とメリット

1

新日本製範

株式会社

君津製織所

No.6

9????
88888

形状制御

品質と歩留まりの向上

より薄く硬い製品の生産

2

新日本製織

No.1,2
高圧下圧延による素材ゲージ

9???
大幅アップ

株式会社

八幡製織所

熟間熱延と酸洗での省エネ

888b
ルギー,生産性増大及び硬
度の均一分布による良形状

とエッジドロップの低減

ブラジル

国営製鉄所

No.1

?99? 高圧下圧延による素材ゲージ

8888(CSN)
アッフ

同 上

3

新日本製妄鼓

株式会社

名古屋製織所

No.1 No.6

???9
b8b8

(上記No.1,2の両方を具備)

(1)lご方途鋳造:圧三社i設備と山村fし,人

帖な行エネルギーが可能｡

(2)低設備高さ:此設壇上室内に収納叶

能‥

1-リー機はインラインミルとIrl二結して,

130mm角の鋳けを姑人50t/hで鋳j立‖∫

能であり,本ノブ∫℃の一夫用化に什い,/ト

緒fトト比延設備と1仁結してi脊細かJ〕Ll二

進材をL｢才二手妾止延するシステム,ノ女び人

形スラブへの発奴が期待できる｡

"HC-MlJ+”による冷間圧延設

備の合理イヒ

"HC-MILL”は,憧れた形状丁別子卸

能力,才史作性などの特長をト洋価され一汁

J過鋼,牛古株鋼のJ二l三う延ばかりでなくアル

ミニウム,釧などの非鉄製【i71の分野に

も帖広く旭川され,Jお印まI)及び11?】官ノ壬

のけり上,吏に責を近の社会的ニー-ズであ

る′卜産ノ性のけり卜及び省エネルギrと仲

村のメリ ットを生みだし好.汗を了ミ阜てい

る｡"HC-MILL''裡i設i汁i叫に三11た/ノ

ては,4こ設イ備が製圭j左プロセスで11i♂)る

位置及び子辻1判を考‾慮し,例えば表1に

′Jミすタンデムミル改造例のように,[1

的にんしじた効果が最大l社主に発揮される

よう いHC-MILL‥ が配置される()図

柑に改造された新日本‾製舌哉休式会社人

綿製ま哉所6スタンドタンデムミルをホ

す｡/㌢後は前後二1二柁との辿続化が設

備ナナf堅化の主テー1マとなるが,小HC-

MILL''はその成プチの董建を地主/ノており,

人きな一別待が言行せられている-+
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準､確率濁頂

◆少者

､羞攣

捗
買謝

逮糸一

警

図14 インラインでのサンプリング及びクロツプ処理が可能と

なったカローセリレ形テンションリールイ寸近

省エネルギー,高一性能イヒカヾ進む

連続亜鉛めっき設備

口新製鋼株式会社阪神製造一昨堺二⊥場

に納入した丁取結めっき設備は,従水の

設備に比較し次のような斬新な技術を

採り入れ,大幅な省エネルギー,省ノJ

化及び高能ヰく化を確立した｡

(1)コンピュータの∠尊人により自動化

範陶の拡大とともに,才巣業の安広三化を

岡り省力及び高能率化を図った｡

(2)焼鈍炉の廃ガスを利用した新形め

っきのYG装置を採用して,省エネル

ギーに成功した｡

(3)カローゼル形テンションリールと

走間努断機及びスイッチコンベヤの採

用によって,インラインでのサンプリ

ング,及びタロップ処ヨ聖技術を確立し

た(図14)｡

天然ガスギャザリング用遠心圧

縮機の完成

日揮株式会社向けに天然ガスギャザ

リング用遠心圧縮機3セットを完成し,

納入した｡本機は散在するガスLHから

の大然ガスを才采集してガス処理プラン

トに臼三送するものであり,各セットは

がスタービンにより駆動される二つの

水平分一別形圧縮機により構成されてい

る｡本機の特長は2軸ガスタービンの

採用により広範囲な速度利子卸が可能で

あること,圧縮機,駆動機,制御装置,

補機などをそれぞれ完全パッケージ化
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図16 大形匝悼云機械故

障診断システムのC R

T表示例

払 メタ′㌔♪恕 ≠

図15 天然ガス遠心圧縮オ幾の工場におけるガスタービンとの連絡道転読琶

DH M仰EL芸H肺丁.:D白丁白f旧_ 6/之2)

,/15†一拍.1

M洲IT〔析' ミEト指ウF†1ロ1(M-SIロEしり

丁(MIH)

H(肝Mン

していることなどである｡図15に工場

でのガスターービン との連結ユ基転斗たi妃を

′Jミす｡また,運転時に想完三されるプロ

セス応答をシミュレ【ション解析を行

なって,プロセス制御のイ言椒性確保に

努めた｡石油資i原に代わるエネルギー

i偵として,天然ガスの利用が見丘され

ている現ん,この種圧縮機の需要はま

すます増大するものと期待される｡

大形回転機械故障診断システム

の開発

近年,各椎プラントの大規模化,高

性能化に伴い,個々の機械の故障がも

たらす影響は経済的,引二全的に極めて

15
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人きなものとなり,それらの信頼性向

_とと保`､1:の効率化が重要な課題となっ
ている｡本システムは,蒸気タービン,

発電機,ポンプなどの大形回転機械を

対象として,軸振動,子息度などの信号

をオンラインで計測し,異常の早期検

出を行なうとともに,検出された異常

の種類,発生J京因及び発生位置の判定

を行なう ものである｡システムはミニ

コンピュータを中心に構成され,診断

結果はいずれもCRT(Cathode Ray

Tube)_l二に表ホされる(図16)｡本シス

テムの導人により,不慮の機械停止に

よる損失を軽i成できるだけでなく,異

常内谷を事前に把手埋できることから,

効率の良い停止･ノJ二検･修理が可能と

なる｡
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図け 省エネルギー形HS-20C-M,500+RTプライン冷却用ターボ冷凍寸幾

区】18 G S Sギヤード

ターボドライブ

省エネルギー形低温ターボ冷凍

機の完成

冷水冷却ノ同省エネルギー形ター･-ポi令

i束機HS-Cシリーズを,低7且仕様領域

にまで範囲を広げたプライン冷.印用タ

ーボ冷i束機9子‡(200JRTx2台,323

JRTX4台及び500JRTX3台)をラこ

成し,納入した｡これらは各種プラン

トを冷却するためのプラインを-5～

-100cに冷却する冷凍機で,従来形で

は2台圧縮機形であったものを,標準

形圧縮機にインベラを1段追加するな

どの方法によリ1子i圧縮機形で対応し

たもので,保守面の大幅な簡易化も区l

っている｡500JRT(図け)は,フロン

11を冷媒とするプライン冷却用ターボ

冷凍機では記録品であるが,類似の従

来形と比較すると消費動力で約17%,

製品重量で約10%,据付面積で約23%

とそれぞれ縦iノトしている〔,

GSSギヤードターボドライブ

j生年,匝1内新鋭火力発電所で省エネ

ルギーの観∴1二から従来のボイラ完三拝運

転に替わり,ボイラ変口三運転を才采用す

る機運が高まっている｡

GSSギヤードターボドライブ(増速

歯車付可変連流体継手)(図柑)は,ボイ

ラ変圧運転での電動ボイラ給水ポンプ

吐出し量制御用として使用される｡

本機は増速を目的とする歯車増速機

と,回転数制御を｢】自勺とする叶変速流

体継一千とを-一一体化し,かつ増速側に子允

体継手を円己置L,羽根車を′トさ〈する

ことにより大幅な′ト形化を実.呪したも

のである｡

ボイラ給水ポンプの址二出し量をパル

岳､r≡仙､エ=‾

豊■t
-■-■

､繋■

′表
､ク‡P柵

笠置蛋三こ

∧歩

嘗
挺

.三ニ
弧′′巌′胸Ⅷ細

､､壷､毒′妻､､

ごJギ㌫

≡′ぷ′㌫
熟

∨ジミ二∧ぶ′ニュ1ニ′蒜,ご∧′
ニ′ごごエ

ェごご′㌫ノ≦こ

箋

払′三

が三

匡I19 新形インクジェットプリンタの構成

ブで制御する方式に比べ,本機を†む川

すれば消費動力が少なくてi済み,バル

ブの摩耗･工員耗もなく,保守怖が答易

となるr〕

更に､無負荷ご状態でのスムーズな起

動,油を介して動力を伝えるため機

1減系のショックをl吸収するなど,機軸父

設備の寿命をノこ巾副二進ばす特上壬も もノーノ

てし､る｡このため,/卜後のミドル級火

力発電所巾Jけ′i電動ボイラ給水ポンプ.没

イ億川と して人いに′受i‾i三が見込まれる｡,

新形インクジェットプリンタの

開発

｢良占/t衛生法+,｢薬子丼法+の規制に

より,i古涼飲料,薬品の分野では商

ふ1に製造年月日などを表ホする義務が

強化されつつあるl〕インクジェットプ

リ ンタは,コンベヤ上をi允れる商■1いこ

これらの‾丈7二を印ナi･二するものである(J

機械ノ〔捺印機と異なり非接触のため谷

昔註表内iの形状にん右されず,しかも高

速に1てl+ノj一:でき,印†j′二内容を容易に変‾出

することができる｡

新形機は本体とノズルヘッドから構

成され(図柑),制御部のマイクロコン

ピュータ化,イ ンク循環方式の改良

によって,機能のIr-J卜,小形化を【ズlっ

ている｡如に連番印`ナニ,ノズ､ルヘッド

の増設,卜位コンビュⅥタとグ)連動な

ど環七三吉なオ,プションを備えており,従

来以上に帖広い分野への適川が期待

されるし,
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図21 日立UH50油圧ショーくル

フPロセスロポットの完成

産業用ロボットも既に開発期を脱し

普及の時代に入った｡時代の要求にこ

たえ,仝電動式多関節形の多目的作

業ロボット｢プロセスロボット+を完

成した(匡ほ0)｡

このロボットは旋回,上腕,前腕の

イ立置決め3軸と,曲げとひねりの手首

姿勢制御2軸の計5自由度をもつ多関

節形で,直i充サーボモータによる駆動

とマイクロコンピュータによる制御を才采

用し,取扱いの容易さと経済件を兼ね

イ備えたプレイバックロボットである｡

溶才安,ばり取り,組立などの作業

や,マシンサービス,移載,バレタイ

ジングなどのマテリアルハンドリ ング

l題

図20 プロセスロボット
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図22 PD9パイルドライバ

作業など,は範閲の製造プロセスに適

用が可能である｡

建設機械

世界最大級油圧ショーりレの完成

海外からの強い要望もあり,重量157

t,800馬力の超大形～由圧ショベル日立

UH50を開発した(図21)｡各種試験に

よる性能確認後,世界最大の出炭量を

誇る米国ピーボディ社に納め,露犬猫

イf炭の掘削積込みに用いられている｡

石J炭用バケット12m3(一般用8.4m3)の

ロ【ディングショベルで,独特のバケッ

ト自動水平押出し機構により,クリー

ンコール(二上砂など不純物のi昆じらな

いイf炭)が得られ,150t ダンプとのマ

ッチングも良く好一沖である｡従来の機

械式ショベルの半分の重量で同等の作

業量が得られるため経費が安く,100t

以上の油圧ショベルが最近急激な伸び

を見せている｡UH50への各国からの

引でナし､も多く,オ了炭のほか子fJ大石や砕

石採月文,大形⊥木1二事や凌i某舟詮分野で

も注目を集めている｡

基礎工事用機械のシリーズイヒ

其礎工事用機才城には,既製杭用,場

所打杭用があるが,ノト伺各々シリーズ

化を完成し各地で活躍中である｡既製

杭用は,パイルドライバ専用PDシり

ーズ(PD7,PD9)を1こ成し,各種

杭の依馬轟音･低振動工法や,特殊工法

に他用されている｡特にPD9(図22)

は,今後増加する大形基礎工事に対J芯

できる｡

場所打杭用は､リバースサ∽キュレ

ーションドリルシリ【ズ(S320,S

400H,S450,S480H,S500R,S

600)を1ヒ成L,直径0.6～6mのU径

で,かつ‾最大100m(ポンプサクション

式)及び毛走大300m(エアリフト式)まで

の深度の杭に使用されている｡また,

掘削ビットを取り替えることにより,

･一般十賃‡から羊‡盤までのほとんどあら

ゆる地層に対応が可能である｡

物 う充

冷凍食品;充通センター向けi充通

総合システム

冷i東食品の伸びは年率15%にも達し

ており,日本冷蔵株式会社ではこれら

需要にこたえて関西地区での冷i東食品

の集配センタ【として,このたび高槻

総合流通センターを完成させた｡これ

は冷i東食古占二｢場から送られてきた冷?東

食品を-300ccり冷J束倉庫で保管し,ス

【パ【ストアなどからの要求に従って

配送するためのセンターであり,日立

製作所はここに流通総ノ斧システムとし

て,コンビュ∽タから自動倉庫まで一

括したシステムを納入した｡l区123にそ

のシステム構成と機能を示す｡
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り〈ラメ一夕文法チェ

ック及び関連チェッ

ク

･テーブルヘのセット

処理条件設定

パラメータ

季節傾向変動検出

･二元配置法による季

節変動,傾向変動検

出

･共通情報テーブル

･制御テーブル

季節調整

lセンサス局法

･EPA法

･連環比率法

･対移動平均法

季節変動あり

予 測

･単純移動平均法

･最小二乗傾向値を伴

う移動平均法

･二重移動平均法

･単純指数平滑法

･ニ次指数平滑法

･ニ重指数平滑法

･三重指数平滑法

･多項式傾向線

･指数曲線

季節変動なL

図24 物う充情報システムの汎用予測システムモジュール構成図

同流通センターにはHITAC M-150

を設讃し,氏占占‾｢場や終常某所に配置

したHITAC L-320からの入ノ卓連絡や

′乏柱デ【タをもとに､入出席スケンュ

Mルの作成やイⅠ三庫∫jl当てを行ない,i令

i東自動倉庫の入日_1J車管士里を行な/ノてい

る｡i令i束自動倉席は棚数1,640のラ･ソ

ク,スタッカク レ【ン2子言,入山確り=

のコンベヤー∫℃と,これらを制御する

HIDIC O8Eから成り,HITAC M-150

から√受けた情幸技をもとに,HIDIC O8E

がこれら機器の制御と棚の管理を行な

っている｡このシステムは,昭和54年

11月から順調に稼動している｡

物流情報システム"DICS”にお

ける汎用予測システム

物流情報管理システムDICS(Dis-

tribution Information and Control

System)の計画レベルの一つのシステ

ムとして汁L用予測システムを開発した

(図24)(つ

本システムは,移動一乍#J法,手持数＋乍

i骨法,傾rrり線あてはめなど,既存グ)時

系列予測一手法をバッケーージ化したもの

で,予測手法のIl動選択機能,一千測結

果の磁乞‾ミディスクファイルへの二託三緑機能

のほかデータ人九 季節調空き,十測,出

プJ編集の連続処理機能をもっており,

二千測の経験が浅くても適用できるよう

配膳こしている｡

本システムは,子測結果のファイルへ

の驚錨を可能としているので,DICS

の計i叫レベルのシステムである需給計

向システム,在庫計画システムと連動

して使用できるはか,企業の生産,販

売など子i則情報を必要とする他の計画

システムへの利用拡大を図ることがで

きる｡

検証,評価

予測誤差検定による,

最適予測値の決定

出力編集

･予測結果の

編集･出力

･グラフ出力

予測結果

製紙業向け｢一貫生産操業管理

システム+の開発

このたび製紙工場を対象とした一一貫

生確操業管理システム(図25)を開発し,

l川捌-1ミ1策パルプ休∫じ仝什り)心､_丁場へ納

入したL=:本システムはHIDIC80を小枝

とL,+二耗.汁Ill】りfヨコンビューータHITAC

8250(既設･一部機能追加),中間製品良二

休自動倉倖,搬送設備,インクジェッ

トプリンタなどの関連機器を有機的に

結でナしてイ構成される｡システムの機能

としては,製紙二L場で従来台､王里化が遅

れていた仕_卜げ1二程を中心に,調成か

ら抄紙の各工程情報を一一山管理し,物

流と生産を一体化して省力化,現場作

業の改善,クレーム処理,納期･進捗

管王軋 歩留まり向上,仕1卦り削減,設

備稼動率向上ノ女び管理精度の向上を上¥1

るものである｡本システムは昭和54年

10月18日から営業運転に入り,現存順

調に稼動している｡
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搬送設備
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ラベル発行

既唾4台
〔豆13台

図25 製紙工場における一貫生産操業管理システム全体構成

運搬機械
最近の石炭荷孝受用船積設備

スタッカ3台,リクレーマ4子i,シ

ップローダ2≠言,ベルトコンベヤ総長

4,500m及び関連の土木建築を含む石炭

榔絹責設備を完成した｡

本設備の特長は歩こに述べるとおりで

ある｡

(1)石炭運搬中の破砕防+L対策として,

要所にスパイラルシュMト方式を才采用

している｡

(2)スタ､ソカ及びりクレ【マの稼動時

での衝突防止装置として,各機の動作

位置を検出し,マイクロコンピュータ

によって座標管理を行ない自動的に衝

突を防l卜している｡

(3)シーーケンサによる自動運転を採用

し,経験の少ない運転者でも容易に運

転できる方式としている｡

ばら物ヤードの自動イヒ,省力イヒ

システム

中華人民共和国向けの最大級の鉄鉱

石中継港用機械及び電気設備を受注し,

順次出荷中である(図26)｡本プラントで

は,アンローダ,シソブローーダ,ベル

トコンペヤ,スタッカ/りクレ【マなど

の機械設備のほかに,′受変電設備,コ
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ンビュータ,機器制御及び監視装置,

サイリスタ磐,イ言号伝送装置,工業用

テレビジョ ン,放送通話設備,電動機

などで構成されるが,これらすべてを

顧苧iとともにエンジニアリングし.ほ

とんどの設計ノ之び製作を日立製作所で

行なった｡

中央コンピュータでは,コンベヤラ

インの系統自動切替,スタリカの遠隔

自動運転制御などの機器制御のほかに,

ヤード在庫管理,鉱石処理量記録,入

出郁†記録,設備故障記録などを行なっ

ている｡イ言号伝送では,伝送路にスリ

ップリングなどの接一亡大部が存在しても

問題のない方式を才采用し,移動機械位

置検出では,絶対位置修正機能をもっ

図27 750t積自走運搬車の外観

区126 ばら物ヤード用自動運転盤

ている｡

これらの総合技術は,オ†炭火力発電

所のJ京料ヤードなどにも採用が可能で

ある｡

750t積自走運搬車の完成

日立製作所は,多様化する輸送形態

に対応できる臼走運搬車の開発を進め

ていたが,その1号機として,750t積

自走運搬中(図27)を完成した｡

主な仕様は,長さ25.8mX幅8mX高

き1.75m,柿載能力750t,自重203t,総

量最953tで,タイヤはサイズ呼称12.00-

24-18PR(Ⅰ)を120本使用している｡

また,このf上】走運搬車はこ欠の特長を

もっている｡

(1)スイングビーム式の懸架機構を開

発したことにより,荷台高さか低く,

′′▼?-､〉丁町-く▼′_一

一一い〟一〉〉-〉〉-㌦小
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図28 現地据付を完了Lたジブクレーン

かつ杓子Tの与†降量が人きい｡

(2)油圧駆動方式を採用して,椅子トナ

i去を′トさくしているので,荷fi単付二伯f

相当たりの枯載能力が大きい〔)

(3)セわくの剛仰が大で,過耐な他用

条件に血寸える｡

米匡l向けジブタレーン完成

ジブクレーンは,機重か件と汎川竹三に

望むため,蟻装や修繕トノクでの荷役

作業鞘として需要が多い(J

/卜回,米【王lポーートランド港湾局から

修繕トソク用として,:左肺荷重120t,

100t,20t各1台,75t3てこ_iでナ計6子iを

′乏がミし,1こ成した｡つ 終クレ【ンは輯呂二

補巻10t(120t,クレーンは40tと10t)を

装備し,各フリクを1子iの電動機で駆

動するマルチドラムトライブ‾ん式を才采

用した｡旋回部分はマルチローーラ方式

とし,桝付工期の短新占を図るなど,l場

所に新機構を採用した｡また20tクレーー

ンは,浮トソク上に設置されるため,

浮ドックローリング時の転倒防+上二を才一

癒した設計がなされている(図28)｡

振れ止め装置付コンテナー

クレーン納入

最近のコンテナクレーンは,その取

扱い能力のIrり上を目的とし,横行速度

が高速化され,150m/minの速度が牒弊

とされ,加i成速度も0.5m/s2以卜とな

せ準

_r

図29 振れ+上め装置付コンテナクレーン

っている｡そこでHij題となるのが,コ

ンテナの粘れであるが,臼+乙製作所は

独臼の新粘れl卜め方⊥じを開発L,優れ

た什能をヲ芭挿させているr｡今札 マレー

シアペナンi巷i巧局から1台,米国シア

トルi塔i巧局から4f了の振れ止め装置付

コンテナークレーーンをr乏臼三L,納入L

た(図29)｡二の新掠れ止め1▲∫(は,上

として次の特上主をも一-ンている｡(1)トロ

リ停+L後5秒以内に,コンテナの粘れ

を±5cmグ)払州iiに円消･に減妄fさせる画

期的な件能をもつ｡)(2)シーーソピーームと

i山江ダンパによ りf荷成される単純な装

満で,特別なロープ,

制御を必要とせず,

鶴である｡

シープ,竿キ殊な

メンテナンスが?i

イヒ学プラント
石炭ガスイヒシステムの開発

イ｢油エネルギーの危機を契機とLて,

エネルギーの多様化,あるいはイr油代

作エネ/レギーの有力な1悦術としてイ=J三

の見丁たLが行なわれており,回グ)lブづ外

:i3
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図30 FCC膨張タービン接続全体図

で了f†J之の利用技術の開発が進められて

いる｡【丁立製作所は昭不‖49年以来,旭

商†宅業省工業す乏術院が推進Lている｢サ

ンシャイン計画+に参加し独‖の加圧洗

車む層方∫〔のオ了炭ガス化システムの開ヲ邑

を進めてきた｡

二のオ､ス化システムは,ハイプリソ

ドガス化プロセスと呼ばれ,オrf長の粉

砕杓を重音字油とi昆で㌻Lスラリ化したも

のをi充動層ガス化炉に供給し,酸素と

水蒸気をガス化割として30気圧下でガ

ス化するものである｡生成粗ガスはか

ス精製工程を経て5,000kcal/Nm3以L

ク〕クリ一ンな高カロリ円かスに変放さ

れる｡

仁'_l社研1妃所での- 一連の要素研究ノ女び

装置化研究により主に二大のような技術

的可能性が立証された｡

(1)一塔式i充動層ガス化桝による高効

率ガス化

(2)特殊分散板を用いることによるガ

ス化炉炉底部灰分のクリ ンカ(i容舶化)

生成抑制と水蒸気量の低減化

(3)特殊なスラり供給システム(日立製

作所商品名:ハイドロホイスト)開発に

よるガス化炉へのJ京料供給の一連続化と

装置の長寿命化

(4)流動層急冷熱交換器の開発による

ガス化炉出I+カ､､スの昆白熱回収法,ノ之び

タールによるコーキングトラブルの防

l卜

これらにより本システムに基づく我

が国初の本格的な高カロリーガス化パ

イロットプラント(7,000Nm3/d級規模)

が昭和54年10月から電i原開発株式会社
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の手により福島県いわき‾心に建設が開

始され,56年僅からそのづ三証運転に人

る千1こになっている｡.

FCC動力【司収システムの完成

[一寸ヰこ鉱業株式台汁とj〔同で開発した,

FCC(′流動接触分解装置■′用動力1ロ川女シ

ステムの実プラントが昭和54年7H,

同社水出製油所に1こ成L,以後順調に

柘動巾である(匡130‥･｡1従来,FCCの

触檻再_(上塔から排出きれる高温排ガス

(620～6900c,2.5～3.Oata)のエネル

ギーいⅠ叶丈は,蒸乞もとして熱1口川又だけが子f

なわれていた｡本システムは,排ガスの熱

エネルギーだけでなく,圧力ェネルギⅦ

をも有効に州収するもので,我が国初

のものである｡本システムの完成によ

l),【口川文エネルギ〉-の総_追は従来方式

に比べ,30%もrrり_卜した｡触媒再生f芹

からの高子且排ガスは,まずマルチサイ

クロン分維器に導かれ,ニこで【抽伴さ

れてくる微粒了一触媒の5/ノ以上のもの

がほぼ100%除去されるワ ニの後排オ1ス

は膨先主タービンに導かれ,ニニで圧力エ

ネルギーを回転動力とLて回収し,二の

動力で直接,触喋f年生用空気圧縦機を

駆動する｡つ/｢同のシステムは,日産2方

バーレルのFCC用として設計きれて

おり,脂川上主タ【ビンでの回収動力は,

最大4,000kWである｡高≠見排ガス中の

微粒子触媒は非常に弓硬くて細かく,ニ

れをいかに分離するかが本システム,

すなわち膨ルタ一ビンの連続運転時間

をi央1こする｡｡本システムでは石山【′1に開

発Lた高件能マルチサイクロン分離器

の採用により､膨舶夕∽ビンは10方略

間近い連続逆転に血寸える確イ言を得た｡

原油価格の高騰のためLロ】収動力の評価

は年ごとに高くなる傾向にあり,本シ

ステムの完成により今後FC Cだけで

なく,同様の排ガスからの動力凶収に

発展が期待される｡

イヒ学プラント用｢サーモエクセ

ル+熱交換器完成

日立製作中斤特許の高性能伝熱管｢サー

モエクセル+は,既に冷i束機,空調機

に才采用し小形化をう皇成しているが,管

の表面に微細な梢造をもつため,ニの

｢サーモエクセル+を化学7むラント用熱

交換器に通用する場合,冷i東機と異な

って,流体が絶えず人れ代わるため汚

れによる竹三能の低下が懸念きれていたし)

最近,2基の｢サMモエクセル+熟女

根器を製作,納入し,化学プラント用

熟女枚器への適用に,非常に明るい見

通Lを得た｡

1其は熱交根器の実際的な設計資料

を得ることを目的に設＼∵されたHTRT

(HEAT TRANSFER RESEARCH

INC.)に対し,臼_､∴製作所が実験用と

してバンドルだけを供与したもので,

昭和53年11月に納入し,54年4月から

HTRIによって各柚子充体での伝熱性能

の実験を実施している｡まだ,すべて

の実験を終わっていないが,高性能の
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データを得ている｡

他の1Jiちは国内の化学会什へ昭和54

年8月納入した｡本機器は省エネルギー

を図ることを目的とLたもので,既設

の機器と収替え納人後1年1詞の運転で

伝熱件能の低下は認められずU的を達

成し好i沖を得た｡バンドルを抜き州し,

｢サーモエクセル_+表面を観察した結果

でも,汚れの付着がほとんどないこと

が確認された｡

エネルギーの節約が航しく要求され

ている現在,化学プラント用｢サーモエ

クセル+熟女枚器は実プラントでの逆転

実績が好結果を収めたことにより,/今

後ますます幅Jムい適用が期待される｡

脱モノマープラントの開発

従来,重合後のポリマMは,末技J心

モノマーーを除去するためにベントエク

ストルーダMなどを用いて脱モノマー

を行なっていた｡しかしこれらのブナ法で

は,ポリマーの中に少なくとも1,000～

2,000ppmのモノマーが残留してLまう｡

二れは,ポリマーの半い空が10,000P

以上の高枯ノ要となるため,中に汁ま

れるモノマーが蒸発Lにく くなるから

である｡そこで日立製作所は,新形遠

心薄膜蒸発装置を開発し,ポリスチレ

ンに関してはモノマー残留竜を500ppm

以下にすることに成功した｡通常ポリ

マMは,モノマー含有量が少なくなる

と急激に半占度が高くなり,流動ノ性,仕ミ

熱′性が悪くなるため,特に次の点に考

8.0

4.0

2.0

慮を#､/〕た｡

(1)蒸発機のプレーー

回32l′600Nnlこリ1PSA式水分･炭酸ガス除去装置

ドに,独l二1のポリ

マー1排出力をもたせた｡

(2)ジャケ､ソトかごJの仁七熱だけでなく,

蒸発機1勺部にl】舜Jを与]加熱器を.設けた｡

払ローポリマーの品官てt帥二ついては,

脱モノマー巾に,ポリマーの分ナ結でナ

を破填Lないようにすることが人一切で

ある()二の破壊は,ポリマー一に一与一える

努断プJ放び力‖熱心性によ/ンて支円上さ

れるため,稚ノ了のポリマーについて貴之

適な条件を把捉することが重要である｡

臼良二J製作所は,ポリスチレン用の技術

碓_正にリlき続き,他純ポリマー｢への適

用拡大を行なうため,んむ川実験装置を

設置L,角竿灯を行なうため研究に取り

組んでいる｡脱モノマープラントは,

ポ'リ スナレンだけでなく､ナイロン.

A S梓川旨など多くの梓川旨への通用が期

待される｡

エチレン原料多様イヒ対応の技術

開発

二代が何のエチレンプラントの収料は,

ニれまでほとんどの場fナがナフサであ

ったが,価朽の高騰を含む殻近の小安

走なナフサ供給事情のため,J右搾卜多様

化が重要な課題となってきた｡

原料変動の影響を故も強く′受けるの

は,†京料炭化水素を熱分解する分解炉

放び分解オ､スを急冷するクエンチャ(急

冷熱交換器)である｡代侍原料としては

エタン,C3･C4LPG(液化イイ油ガ､ス1,

NGL(推化人然ガス､),灯･怖油などがあ

るが,向一一,没イ砧で終々の坂村トの姑過分

解を行なうには歳三十･逆転の仙IrtiでJilJ

到な札り古を必一安とする.ユ ートンニごき望作I叶は

上1】･くかJ〕似料多様化対策とLて,21三貨

クエンチャグ)ト;H発,市ノ指J占沖卜の熱分角年･

急f令テストをはじめみ純研ノ先に収り糾,

んできたが､f拉近の上し体1'1てJな顧客ニーー

ズに即し,帖拉二い牧草トを如にi‡⊥捕1i性で

効率良く処理できるシステムの検.汁を

進めているく1図31に｢卜正一Selas多椛JJ;(

料竹了の‾i三尊望品′卜席ら主の-･例をホすL二,

PSA式水分･炭酸ガス除去装置

PSA∫(水分･りこ根ガスl拐ミ,よ装‾;引土､

探冷∫(空乞(分離装置のJ京料り:?1こをゎに∴■.Ⅰニ

ー700c以下,ノJ之酸か'ス2ppm以‾卜まで

糀J集注する装置である｡【吸着剤の収芯能

力が,圧力の鳥肌により変化すること

を利j‖して,水分とJJ主将変ガスを陳上す

る蝶理をJ心用しており,‾交//二にイ丸いIJさ

れる2
-Jt〔の吸着J苔とり+作装置かごフ成る

コンパクトな装置である(匡132)‥ 従火

のL吸着装置は,暇茄剤を高ざはにLて山

千卜するため,カ§乞(や′｢に熱などのエネル

ギーが必要であ一-ノたが､PSA⊥〔の装道

はエネルギーー‾↑こ安グ)｢iて力差を利片Jした

fヰ′仁方法を似リf】しているので,告エネ

ルギーー州でもイJ▲利である｡r叫一一能ブJの

装置と比較Lた場介,従来の装甚とほ

ぼ同じ大きさとなるので,装置肌成が

約単になった分だけ帆コストで;き望作で

き,/卜後の諸;要の伸びが期待されるL′〉
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